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【食堂にサイネージ導入】

生サンプルをサイネージへ変更し、
食品残渣の排出量を削減

【コーヒーカスの堆肥化】

コーヒーカスの社内堆肥化による、
一般廃棄物の削減

【集積場の分別の徹底】

各フロア集積所での分別の徹底

古紙類は6品目に分別

【食品残渣リサイクル】

食堂から廃棄される食品残渣につい
ては、飼料化を実施

【リユースコーナー】

余剰となった事務用品をリユースして、
無駄な廃棄、新規購入を抑制

【剪定枝、苅草の乾燥】

剪定枝を廃棄前に、一定期間乾燥さ
せることにより、廃棄量を削減

【製品類の手分解】

手分解による分別の徹底、有価
物化を実施

【軟質プラの圧縮プレス】

軟質プラを圧縮梱包し、一定期間
保管後、燃料へリサイクル



【サイネージを設置】
社内エレベーター前にサイネージを設
置し、分別情報をリアルタイムで発信

【食の３Ｒきら星活動賞受賞】
令和元年、食品残渣に関する取

組みが評価され受賞

【５０音分別表】

集積場に５０音分別表を設置

【備蓄品の寄贈】
災害用非常食をフードバンクへ寄付

【食堂の注文方法】

定食のご飯や麺は

注文時に量の指定が可能

【講習会】

平成29年には、廃棄物管理責任者講
習会で、取り組みを紹介

【什器類の管理】

余剰什器の一元管理により

無駄な廃棄、購入を抑制

【電子マニフェスト】

2018年度の電子マニフェスト

使用率は100％



【製品手分解】

1,739台実施

【苅草の乾燥】

703kg削減

【コーヒーカスの堆肥化】

1,606kg
リサイクル率：100％

【食品リサイクル（飼料化）】

8,521kg
リサイクル率：93.1%

2019年度実績
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